
●「もしも」の時に備える 

●新農業委員の紹介 

●子育てサポートプロジェクト 
　〔第１回　住まい編〕 

●水道の漏水を早めに発見！！　他 

今月の主な内容 
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とっとり花回廊で「第13回なんぶ町民花火大会」が 
開催されました。（８頁に関連記事） 

南部町合併10周年記念　なんぶ町民花火大会開催  
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災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

事
前
に
準
備
で
き
る
こ
と
は
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
準
備
し
た
こ
と
は
必
ず
安
全

に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
出
来
る
こ

と
を
実
際
に
行
動
に
移
し
、
「
も
し
も
」
の

時
に
も
安
全
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
今
か
ら

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

     

　
災
害
か
ら
生
命
、財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
が
基
本

と
な
り
ま
す
が
、
行
動
を
周
り
の
人
た
ち
と

協
力
し
て
行
う
「
共
助
」
の
役
割
に
は
、
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
約
８
割

の
方
が
近
所
の
住
民
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、よ
り
一
層
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、

地
域
社
会
で
の
「
共
助
」
の
果
た
す
役
割
が

一
層
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

   

   

　
町
で
は
防
災
対
策
と
し
て
、
避
難
所
の
指

定
・
確
保
や
、
防
火
水
槽
・
消
火
栓
の
設
置

な
ど
、
防
災
基
盤
や
緊
急
時
の
体
制
を
整
備

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

町
民
の
基
本
的
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、

防
災
備
品
と
し
て
毛
布
や
非
常
食
な
ど
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
備
蓄
整
備
や
防
災
用
資
材
の
基
盤

を
強
化
し
、
町
民
の
防
災
意
識
の
向
上
や
、

自
治
会
な
ど
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
づ
く
り

の
推
進
を
図
る
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。 

｢
も
し
も｣

の
時
に
備
え
る 

｢
も
し
も｣

の
時
に
備
え
る 

９
月
は
防
災
月
間 

８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
は
防
災
週
間 

赤谷地内（平成25年7月15日） 

　昨年７月15日、突然襲った集中豪雨。この大雨により谷からの土石流で国 

道１８０線が閉鎖、また床上浸水や床下浸水が発生し、さらに町の簡易水道 

施設も大きな被害を受けた。（写真は赤谷地内） 

■
災
害
に
強
く
安
全
な 

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
に 

■
地
域
の
防
災
力 

　
　
　
〜
高
ま
る
共
助
の
役
割
〜 

特
　
　
集 



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
で
は
、
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
発
生
し
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
人
的
被
害
が
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
す
る
危
険
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
い
と
き
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
無
線
等
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
避
難
勧
告
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
指
示
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
情
報
を
発
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。 

　
こ
れ
を
受
け
た
後
、
皆
様
は
状
況
に
よ
っ

て
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
最
寄
り
の
避
難
場
所
を
知
ら
な
い
と
、

迅
速
な
行
動
が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
避
難
場
所
の
確
認
に
は
、
町
よ
り
配
布
し

ま
し
た
「
南
部
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
町
で
は
、
避
難
経
路
を
指
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
災
害
の
状
況
に
合
わ
せ
て
避
難
場

所
へ
行
け
る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
最
寄
り

の
避
難
場
所
が
使
え
な
い
、
道
路
が
寸
断
さ

れ
て
避
難
場
所
に
行
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
い
く
つ
か
の
避
難
場
所
・
経
路
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
に
よ
り
、

人
的
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
高
ま
っ
た

と
き
、
町
で
は
災
害
対
策
基
本
法
や
地
域
防

災
計
画
の
規
定
に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
様
に

避
難
勧
告
等
を
発
令
し
ま
す
。 

 

■
発
令
さ
れ
る
種
類 

　
●
避
難
準
備
情
報 

　
　
高
齢
者
な
ど
避
難
に
時
間
が 

　
　
か
か
る
方
に
早
め
の
避
難
を
促
す 

　
●
避
難
勧
告 

　
　
通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
方 

　
　
に
避
難
を
促
す 

　
●
避
難
指
示 

　
　
危
険
が
切
迫
し
、
早
急
な
避
難 

　
　
を
促
す 

　 ■
避
難
勧
告
等
の
区
分 

　
●
避
難
準
備
情
報 

　
　
早
め
の
避
難
を
促
す
た
め
に
発
表
す
る
、

　
　
避
難
勧
告
の
予
告
的
な
情
報 

　
▼
町
民
に
求
め
る
行
動 

　
　
・
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
準
備

　
　
　
を
整
え
た
り
、
自
主
的
に
避
難
を
開

　
　
　
始
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
・
お
年
寄
り
や
お
子
さ
ん
な
ど
は
避
難

　
　
　
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
隣
近
所
で

　
　
　
協
力
す
る
な
ど
し
て
、
避
難
を
開
始

　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
●
避
難
勧
告 

　
　
「
こ
こ
に
い
る
と
危
険
で
す
か
ら
、
一

　
　
時
、
別
の
場
所
へ
移
っ
た
ほ
う
が
よ
い

　
　
で
す
よ
」
と
避
難
を
勧
め
、
ま
た
は
促

　
　
す
こ
と
。 

　
▼
町
民
に
求
め
る
行
動 

　
　
・
家
族
や
隣
近
所
で
助
け
合
い
、
指
定

　
　
　
さ
れ
た
避
難
所
へ
、
速
や
か
に
避
難

　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
●
避
難
指
示 

　
　
「
被
害
の
危
険
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る

　
　
の
で
、す
ぐ
に
こ
の
場
を
離
れ
て
く
だ
さ

　
　
い
」と
避
難
を
指
示（
命
令
）す
る
こ
と
。 

　
▼
町
民
に
求
め
る
行
動 

　
　
・
危
険
が
迫
っ
て
い
ま
す
！
一
刻
も
早

　
　
　
く
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
た
後
、
激
し
い

雨
が
継
続
す
る
な
ど
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
決

め
て
お
い
た
避
難
場
所
ま
で
移
動
す
る
こ
と

が
危
険
だ
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、

近
隣
の
よ
り
安
全
な
場
所
や
建
物
へ
移
動
し

た
り
、
そ
れ
さ
え
危
険
な
場
合
は
、
屋
内
の

安
全
性
の
高
い
場
所
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。 
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避
難
場
所
や
命
を
守
る
た
め 

に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て 

い
ま
す 

■
避
難
場
所
・
避
難
経
路
を 

　
　
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い 

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
と
は 

緊急性や避難の強制力 
強 中 弱 

   

　
災
害
発
生
時
に
は
急
い
で
避
難
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
慌
て
な
い
た
め
に
、
各
家
庭
で
非
常
時
の
持
出

し
品
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
用
意
す
る
も
の
は
家
庭
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
備
え
て
お
き
た
い
非
常
持
出
品
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

非
常
持
出
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う 

非常持出品の例 

非常食・飲料水 
乾パンや缶詰など3日分 
くらいあるとよい 

救急医薬品 
常備薬、消毒薬、 
ばんそうこう等 

懐中電灯 
予備の電池も忘れずに 

衣類、毛布など 
雨具や軍手、またナイフや 
缶切りな 
どもある 
とよい 

携帯ラジオ 
予備の電池も忘れずに 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

総
務
課
　
電
話
６
６-

３
１
１
２ 
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三嶋　國夫 

公選・奥絹屋・

口絹屋・西・倭 

作野　英明 

公選・長田・北

方・猪小路　　 

庄倉 三保子 

公選・清水川・ 

下阿賀　　　 

種　正明 

公選・上阿賀 

植田　健 

公選・谷川・ 

柏尾・四季　 

亀尾　和男 

公選・境・坂根・

東西町　　　　 

井上　武 

公選・法勝寺・

城山・戸構・下

鴨部・上鴨部 

松川　徹 

公選・いずみ・馬

場・徳長・武信・

道河内・伐株 

舩谷　永泰 

公選・落合・福

頼・掛相・馬佐良 

恩田　一秀 

推薦・原・田園ハ

イツ・ルーラルタ

ウン 

頼田　洋子 

推薦・小原・与

一谷・鍋倉 

井田　憲美 

推薦・上野・朝

金・縄平・荻名・

池野・鶴田 

岡田　篤幸 

公選・浅井・高

姫・市山 

白川　透 

公選・金田・井

上・御内谷 

岩田　有司 

公選・西原・諸

木・円山・田住・

宮前１ 

市川　春樹 

公選・天萬・寺

内・三崎・宮前２ 

井上　雅夫 

公選・今長・江

原・八金・金ヶ

崎・二桝・常清・

金山 

　
議
会
か
ら
２
名
、
鳥
取
西
部
農
業
協

同
組
合
か
ら
１
名
の
推
薦
が
あ
り
、
合

計
18
名
の
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
な
お
任
期
は
、
平
成
29
年
７
月
19
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。｠ 

　
ま
た
７
月
22
日
に
初
め
て
の
総
会
が

開
催
さ
れ
、
会
長
に
恩
田
一
秀
さ
ん
、

職
務
代
理
に
市
川
春
樹
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。 

 

　
農
業
委
員
会
で
は
、
委
員
の
担
当
集

落
を
決
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
委
員
が

地
域
の
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
相
談
窓
口

に
な
り
、
農
地
、
農
家
の
実
情
を
把
握

し
て
農
地
行
政
の
円
滑
化
を
図
る
よ
う

に
委
員
会
で
決
め
て
い
る
も
の
で
す
。 

｠

　
担
当
集
落
に
つ
い
て
は
、
委
員
の
出

身
集
落
と
農
家
戸
数
・
農
業
者
数
の
割

合
な
ど
を
も
と
に
決
め
て
い
ま
す
。 

　
農
地
法
に
よ
る
申
請
、（
土
地
の
所
有

権
移
転
、
貸
し
借
り
、
農
地
以
外
の
も

の
へ
の
転
用
）
農
地
に
関
す
る
相
談
な

ど
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
担
当
委
員
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

掲載は 

順不同 

氏　名 

選出区分 

担当地域 

※敬称略 

　任期満了に伴う南部町農業委員会委員選挙 

が７月１日に告示されましたが、定数を超え 

なかったため無投票で15名の委員の当選が決 

まりました。 

新農業委員の 
　　紹　介 

新農業委員の 
　　紹　介 

秦野　俊美 

公選・能竹・賀祥・

入蔵・　牛・早田・

赤谷・大河内・笹

畑・大木屋　　 
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農
地
を
貸
借
・
売
買
し
た
り
転
用
す
る
と
き
は 

　
　
　
　
　「
農
地
法
等
の
許
可
」が
必
要
で
す 

  

■
農
地
転
用
と
は
？ 

　
農
地
転
用
と
は
農
地
を
農
地
で
な
く
す
こ

と
で
す
。
例
え
ば
農
地
に
住
宅
や
作
業
場
を

建
て
た
り
、
資
材
置
場
や
駐
車
場
に
し
た
り
、

植
林
し
た
り
と
い
っ
た
農
業
以
外
の
用
途
に

使
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
仮
設
事
務
所
や
砂

利
採
取
、
工
事
用
仮
設
道
路
な
ど
一
時
的
に

転
用
す
る
行
為
も
農
地
転
用
に
含
ま
れ
ま
す
。 

■
な
ぜ
許
可
が
必
要
な
の
か
？ 

　
農
地
は
食
糧
の
大
切
な
生
産
基
盤
で
す
。

国
土
の
限
ら
れ
た
わ
が
国
は
、優
良
な
農
地
を

大
切
に
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
た
め
農
地
転
用
に
は
、
農
地
法
に
よ

っ
て
一
定
の
制
限
が
か
け
ら
れ
、
や
む
を
え

ず
転
用
す
る
農
地
が
分
類
さ
れ
て
申
請
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
対
象
と
な
る
農
地
は
？ 

　
全
て
の
農
地
（
田
・
畑
・
樹
園
地
）
が
転

用
許
可
を
要
す
る
対
象
と
な
り
ま
す
。
登
記

地
目
が
農
地
で
あ
れ
ば
、
耕
作
さ
れ
て
い
な

く
て
も
農
地
性
（
農
地
と
し
て
活
用
で
き
る

状
態
）
が
あ
れ
ば
農
地
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
目
が
農
地
で
な
く
て
も
、
作
付

け
、
肥
培
管
理
さ
れ
て
い
れ
ば
農
地
と
見
な

さ
れ
ま
す
。 

●
無
断
転
用
に
は
厳
し
い
罰
則
が
！ 

　
農
地
法
の
許
可
を
受
け
な
い
で
無
断
転
用

し
た
場
合
や
、
許
可
を
受
け
た
事
業
計
画
ど

お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
は
農
地
法
違

反
に
な
り
、
工
事
中
止
や
原
状
回
復
命
令
な

ど
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
３
年
以
下

の
懲
役
、
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

   

■
農
業
用
施
設
用
地
と
し
て
転
用
す
る 

　
場
合
に
は
？ 

　
農
地
を
転
用
す
る
た
め
に
は
許
可
が
必
要

で
す
が
、
自
己
の
耕
作
の
た
め
に
必
要
な
農

業
用
施
設
に
転
用
す
る
に
は
、
届
出
で
済
む

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
農
機
具
倉
庫
、
作
業
場
等
農
業
経
営
上

　
必
要
な
施
設
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
る

　
こ
と 

▼
転
用
可
能
面
積
「
２
０
０
平
方
メ
ー
ト

　
ル（
２
ア
ー
ル
）」未
満
で
あ
る
こ
と 

▼
耕
作
を
行
っ
て
い
る
農
地
の
所
有
者
自

　
ら
の
届
出
で
あ
る
こ
と 

▼
自
己
の
農
地
保
全
ま
た
は
利
用
上
必
要

　
な
施
設
（
耕
作
用
の
道
路
、
用
排
水
路
、

　
土
留
工
）
を
設
置
す
る
場
合
は
、
面
積

　
に
関
係
な
く
許
可
は
要
り
ま
せ
ん 

 

《
農
地
等
の
転
用
を
考
え
て
い
る
方
へ
》 

　
自
分
の
農
地
等
で
も
、
勝
手
に
宅
地
、
道

路
、
植
林
な
ど
に
転
用
し
た
り
、
転
用
目
的

で
売
っ
た
り
貸
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。 

　
農
地
等
を
転
用
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
農

業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
許
可
を
受
け
ず
、
ま
た
は
届
出
を
せ

ず
に
転
用
す
る
と
売
買
な
ど
の
法
律
行
為
が

無
効
と
な
り
、
登
記
も
出
来
ま
せ
ん
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
農
業
委
員
会
事
務
局
　
　
６
４-

３
７
９
２ 

 

◆
農
地
法
Ｑ
＆
Ａ
◆ 

Ｑ
　
農
振
農
用
地
区
域
と
は
？ 

Ａ
　
全
て
の
市
町
村
で
は
、
優
良
農
地
の

　
確
保
・
保
全
の
た
め
「
農
業
振
興
地
域

　
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
農
業
振

　
興
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

　
の
計
画
の
中
で
農
業
振
興
を
図
っ
て
い

　
く
地
域
を
「
農
振
農
用
地
区
域
」
と
し

　
て
指
定
し
て
い
ま
す
。 

　
　
農
地
転
用
の
申
請
を
す
る
前
に
、
申

　
請
地
が
区
域
内
か
区
域
外
か
産
業
課
で

　
確
認
し
て
下
さ
い
。
区
域
内
の
場
合
は
、

　
「
農
振
農
用
地
区
域
除
外
」
の
申
請
を

　
し
、
そ
の
手
続
き
が
完
了
し
た
後
で
な

　
い
と
、
農
地
転
用
の
申
請
を
す
る
こ
と

　
が
出
来
ま
せ
ん
。 

Ｑ
　
相
続
登
記
が
終
わ
っ
て
い
な
い
が
申

　
請
で
き
ま
す
か
？ 

Ａ
　
申
請
で
き
ま
す
が
、
相
続
関
係
が
確

　
認
で
き
る
戸
籍
謄
本
、
遺
産
分
割
協
議

　
書
等
の
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。 

 

Ｑ
　
転
用
許
可
を
以
前
に
受
け
た
が
登
記

　
簿
の
地
目
が
田
・
畑
の
ま
ま
で
す
が
？ 

Ａ
　
法
務
局
で
地
目
変
更
登
記
を
し
て
下

　
さ
い
。
農
地
転
用
許
可
や
届
出
だ
け
で

　
は
、
登
記
簿
の
地
目
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
転
用
事
業
完
了
後
に
現
況
確
認
書
を
発

　
行
し
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
会
ま
で
連

　
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

農
地
転
用
は
許
可
が
必
要
で
す 

農
地
法
に
よ
る
届
出 

自走式草刈機の貸出し 
 
　産業課では自走式草刈機を貸出していま

す。保全管理で大活躍するハンマーナイフ

モアです。遊休農地発生防止の抑止効果が

大きく発揮されています。 

　申し込みは随時行っていますが、予約が

必要です。無料で貸し出しを行っています

ので、ぜひご利用ください。 

【問い合わせ先】産業課　　64-3783



空き家を 

預かります！お貸しします！ 

３世代同居するための 

新築・増改築がお得☆ 

住まいの固定資産税相当額が 

実質５年間無料！ 

若者向けのアパートを 

南部町福成に建設予定！ 

6広報なんぶ　2014.９　№120

　今年度から少子化対策・子育て支援事業として 

本格的にスタートした『～未来へつながる～子育てサポ 

ートプロジェクト』の19事業をシリーズでご紹介してい 

きます。 

　第１回目の今回は、『お得な住まいの情報』をお届けします。 

フーちゃん・ユーくんが取材する 

フーちゃん・ユーくんが取材する 

フーちゃん・ユーくんが取材する 

第1回 

住まい編 

ぼくたちが取材 

してきました！ 

　空き家となっているお宅を、家主の方から町が10年

間借り上げ、リフォームした後、賃貸住宅として貸し出

します。家賃の目安は一戸建てで３万円～３万５千円！ 

※物件により異なります。 

　町内に新たに土地を取得し、住宅を建てたり買ったりした場合

には、支払った固定資産税相当額が５年間、「定住促進奨励金」と

して交付されます！今年度から、ご自身やご家族がすでに持ってい

る土地に、新たに住宅を建てた場合にも対象を拡大しました。 

　新たに３世代同居を始めるための、住宅の新築や

増改築、リフォームにかかった費用の３分の１を

町が補助！（上限は６０万円） 

　４世帯が入居できる、若者向けのアパートが南部町福

成に建設予定。間取りは２DK、家賃は２万円!!５年間入

居することができます。 

　詳しい入居要件や募集期間は、今後の広報や募集要項

をご覧ください。 

【入居の年齢要件】 

・35歳以下のご夫婦 

・どちらかが35歳以下のご夫婦 

・35歳以下でお子さんがおられる方 

家主 

空家一括借り上げ 
（10年間） 

リフォーム工事 

契約 

委託 
借上料 

家賃 
※町外から南部町へ移住された方だけでなく、 

　町内在住の方も対象となります。 

第1世代（親） 
※町内 

町 

不
動
産
会
社 

×土地のみ 
　　　　　　対象外 
×建て替え 

●土地と住宅を 
　新規に取得 

●すでに所有している 
　土地に住宅を新築 

（固定資産税 
相当額/年） 

町外からの転入または第１世代と別集落からの転居 

第2世代（子） 
※夫婦が共に35歳以下で 

あれば第3世代目は不要 

第3世代（孫） 
※15歳以下 

対象が 

広がったんだね 

家屋分と土地分 
が対象 

家屋のみ対象 

転入・ 
転居 

住みやすそうだね 



魚
の
つ
か
み
取
り
体
験 

 

　
８
月
３
日
に
行
わ
れ
た
「
魚
の
つ
か
み
取
り

体
験
」
は
、
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
総

勢
92
名
の
、
賑
や
か
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
さ
い
は
く
分
館
駐
車
場
に
、
役
員

手
作
り
の
大
き
な
プ
ー
ル
が
出
現
。
そ
の
中
に

２
０
０
匹
の
鮎
が
放
さ
れ
ま
し
た
。 

　
途
中
大
雨
に
み
ま
わ
れ
、
大
人
た
ち
が
テ
ン

ト
に
避
難
す
る
中
、
子
ど
も
達
は
大
喜
び
！
元

気
に
プ
ー
ル
の
中
を
走
り
回
っ
て
魚
を
取
る
様

子
に
、
こ
ち
ら
が
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
取
っ
た
鮎
は
、
手
作
り
の
竹
ぐ
し
に
刺
し
て

炭
火
で
焼
き
、
あ
つ
あ
つ
の
鮎
を
ほ
お
ば
る
子

ど
も
た
ち
。
美
味
し
い
笑
顔
が
広
が
っ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

明
道
公
民
館
＆
南
さ
い
は
く
交
流 

          

　
都
市
と
農
村
交
流
事
業
と
し
て「
自
立
と
友

情
」
を
テ
ー
マ
に
、
７
月
27
日
〜
28
日
の
２
日

間
で
開
催
し
た
明
道
公
民
館
と
南
さ
い
は
く

交
流
事
業「
夏
休
み
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
in
森
の

学
校
」
は
、
参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
65
名
で
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
テ
ン
ト
立
て
か
ら
始
ま
り
、昼
食

の
お
に
ぎ
り
作
り
、
カ
ブ
ト
虫
の
捕
獲
作
戦
、

毎
年
恒
例
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
、納
涼

祭
参
加
、
朝
食
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
作
り
、
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
等
、ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
多
彩

な
企
画
は
参
加
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
大
変
面

白
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。「
来
年
は
卒
業
だ

け
ど
、お
手
伝
い
に
来
ま
す
！
」「
来
年
も
ま
た

来
た
い
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
嬉
し
い
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

法
勝
寺
地
区 

南
さ
い
は
く 

　同協議会総務部では、平成

21年から週に１回、学生の下

校時間に合わせ上長田地区、東

長田地区をパトロールし、下校

する生徒の安全を見守って来ら

れました。 

　同公民館部では、平成21年

から毎年夏休み期間中の午後６

時から８時の間、非行防止を目

的とし、パトロールを行って来

られました。 

まちの話題 まちの話題 まちの話題 2014．９ 
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子どもたちの歓声が響きわたりました 

ソーメン流し 

防犯功労団体 

南さいはく地域振興協議会 

防犯功労者 

百千田賢治さん（絹屋） 

　
日
野
川
河
川
事
務
所
よ
り
、
法
勝
寺
川
の
排
水
樋
管
操
作
に
長
年
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
に 

送
ら
れ
る
中
国
地
方
整
備
局
長
表
彰
を
、
早
田
勲
さ
ん（
坂
根
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　平成22年５月に少年健全

育成指導員に委嘱され、米子

地区少年健全育成指導員連絡

協議会南部支部の定期的な街

頭補導活動参加、また地区内

の学校との連携で、様々な企

画を実施されました。百千田

さんは「活動の認識・啓発、

出会った方々から元気をもら

いました」と話されました。 

　早田さんはおよそ40

年間に亘り、法勝寺川

の2カ所の排水樋管（坂

根地内）の定期点検、

また、河川の増水時の

監視と樋管の開閉操作

等に従事されました。 

　大雨時には昼夜を問

わず監視と操作をされ、

地域の洪水防止に大き

く貢献されました。 

おめでとうございます 
　
米
子
地
区
防
犯
協
議
会
よ
り
、
防
犯
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
方
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
防
犯 

功
労
者
・
防
犯
功
労
団
体
表
彰
を
、
百
千
田
賢
治
さ
ん（
絹
屋
）、
南
さ
い
は
く
地
域
振
興
協 

議
会
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

も　ち　だ 　けん 　じ  

代
表
者
　
遠
藤
　
賢
二
会
長 

え
ん
ど
う
　
　
け
ん
　

じ 

中国地方整備局長表彰 

早田　勲さん（40年表彰） 
わさ　だ　　いさお 

40年表彰は日野川水系では初受賞 



  

　
南
部
町
を
も
っ
と
楽
し
く
、
も
っ
と
住
み
た

く
な
る
町
に
し
よ
う
と
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
『
Ｈ
．
！
．
Ｎ
．
Ｔ
（
ヒ
ン
ト
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
内
で

活
動
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
（
ゼ
ロ
か
ら
何
か
を

生
み
出
す
意
欲
の
あ
る
方
）
や
町
民
が
、
い
ろ

い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
や
発
想
力
を
持
ち
寄
っ
て
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
鳥
取

県
、
南
部
町
、
商
工
会
が
連
携
し
て
取
り
組
み

ま
す
。 

　
今
年
度
は
特
産
品
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の
開

発
な
ど
を
行
い
、
今
後
は
さ
ら
に
ク
リ
エ
イ
タ

ー
を
募
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
町

の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。 

真夏の夜空に大輪の花 
第13回なんぶ町民花火大会開催 

観光バスがやってきた！ 
赤猪岩神社に観光客が訪れる 

花火大会の成功を願って 
花火大会に寄付 

工事の安全を祈願 
すみれ保育園起工式 

　８月16日、今年もとっとり花回廊で第13回な

んぶ町民花火大会が開催されました。天候が悪く

開催が危ぶまれましたが、雨も上がり約5,000人

の方が来場されました。 

　「南部町合併10周年記念大会」として盛大に開

催された今大会では、過去最大の約4,000発が打

ち上げられ、豪華な花火に歓声が上がっていました。 

　８月５日、南部町 

建設業協会の別所会 

長と、橋本昭栄会事 

務局長が、梅原花火 

大会実行委員長にな 

んぶ町民花火大会へ 

の寄付金を手渡し、 

坂本町長へ報告され 

ました。 

　南部町建設業協会では毎年、多くの寄付を集めていただ

き、また花火大会でのボランティアスタッフとしても協力

していただいています。なんぶ町民花火大会では町民の方

をはじめ、たくさんの企業・団体からも多大な寄付に支え

られて行われます。皆様にご協力いただき、今年も花火大

会を盛大に開催することが出来ました。 

　すみれ保育園の新園舎の建築が始まり、起工式が７月28日

に行われました。式にはすみれ保育園の保護者代表や坂本町

長、工事関係者ら約30人が出席し、鍬入れなどの神事を行っ

て工事の安全を祈りました。町長は「鳥取県の木をふんだん

に使い、子ども達の笑顔の中心となるような施設にしたい」

と挨拶しました。 

　新しい園舎は延床面 

積1591㎡の木造一部  

鉄骨平屋建て、緑の産 

業再生プロジェクト補 

助金を活用し、木材を 

多用した建物となる予 

定です。 

（左から）梅原会長、坂本町長、別所会長 

橋本事務局長　　　 

　大国主命の再生神話が伝わる赤猪岩神社（寺内）

に、岐阜県から観光バスがやってきました。 

　これは、南部町観光協会の遠藤プロモーターが

誘致したもので、８月19日、20日、25日、26日、27

日の計５日で、観光バス７台、観光客およそ250人

が赤猪岩神社を訪れました。 

　訪れた人たち 

は、大国主命の 

再生神話の舞台 

を見て感動した 

様子で「もっと 

全国に発信して 

欲しい」などと 

話していました。 

まちの話題 まちの話題 まちの話題 2014．９ 
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ヒ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！ 

平成27年4月に開園予定 

交流の館Ｈ！ＮＴ（法勝寺まごころ市隣り）で「クリエイ

ターと一緒に作ろう　夏休み親子ものづくり体験教室」

が開かれ、町内６組の親子が参加しました。（８月４日） 

お土産物も大盛況 

小雨降る中の開催となりました 



西伯病院だより 西伯病院 ℡66－2211（代表） http://www.saihaku-hospital.com/
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昭
和
35
年
か
ら
毎
年
９
月
は
『
が

ん
征
圧
月
間
』と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

が
ん
と
、
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
普
及
す
る
こ
と
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
普
及
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
た
め
に

は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の
た
め
に
も

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

   

死
因
の
第
１
位
は
が
ん 

　
日
本
に
お
い
て
、
昭
和
56
年
よ
り

死
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
36
万
人
以
上
の
人
が
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な
る 

　
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に

か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
南
部
町
の
が
ん

死
亡
原
因
の
１
位
は
胃
が
ん
、
２
位

は
肺
が
ん
で
す
。 

 
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
欧
米
に

比
べ
、ま
だ
ま
だ
低
い 

　
受
診
率
は
欧
米
の
70
〜
80
％
に
比

べ
、
日
本
は
20
〜 

30
％
と
低
い
状
況 

で
す
。 

主
要
５
大
が
ん 

■
胃
が
ん 

【
特
徴
】 

・
日
本
人
に
多
い 

・
死
亡
者
数
は
肺
が
ん
に
次
い
で

　
２
位 

・
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
が
原
因 

【
検
査
方
法
】
胃
Ｘ
線
検
査
・
胃
内

　
視
鏡
検
査 

■
肺
が
ん 

【
特
徴
】 

・
男
性
で
最
も
死
亡
者
数
が
多
い 

・
喫
煙
と
の
関
係
が
深
い 

【
検
査
方
法
】
胸
部
Ｘ
線
検
査
・
喀

　
痰
細
胞
診（
喫
煙
者
は
併
用
）・
Ｃ

　
Ｔ
検
査 

■
大
腸
が
ん 

【
特
徴
】
女
性
で
最
も
死
亡
者
数
が

　
多
い 

【
検
査
方
法
】
便
潜
血
検
査
・
大
腸

　
内
視
鏡 

■
乳
が
ん 

【
特
徴
】 

・
女
性
で
最
も
多
い 

・
早
期
に
見
つ
か
れ
ば
比
較
的
治
り

　
や
す
い 

【
検
査
方
法
】
視
触
診
・
マ
ン
モ
グ

　
ラ
フ
ィ
ー 

■
子
宮
が
ん 

【
特
徴
】
子
宮
頸
が
ん
が
若
い
世
代

　
に
増
加
し
て
い
る 

【
検
査
方
法
】
子
宮
頸
部
細
胞
診 

  

が
ん
の
予
防
に
つ
い
て 

 

が
ん
予
防
法
　
８
項
目 

①
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。
他
人
の

　
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け
避

　
け
る
。 

②
飲
む
な
ら
、
節
度
の
あ
る
飲
酒

　
を
す
る
。 

③
野
菜
や
果
物
不
足
に
な
ら
な

　
い
。 

④
塩
蔵
食
品
、
食
塩
の
摂
取
は
最

　
小
限
に
す
る
。 

⑤
飲
食
物
を
熱
い
状
態
で
と
ら

　
な
い
。 

⑥
日
常
生
活
を
活
動
的
に
。 

⑦
成
人
期
で
の
体
重
を
適
正
な
範

　
囲
に
。 

⑧
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
感
染
検
査
と
適

　
切
な
措
置
を
。 

（
出
典
：
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対

策
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

 

　
こ
の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
、
改
善
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
実

践
し
ま
し
ょ
う
。 

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す
 

休診のお知らせ 
 

●耳鼻咽喉科 

　９月１２日（金） 

　　　１６日（火） 

　　　２６日（金） 

●小児科 

　９月１９日（金） 

ご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願いします 

南部町がん死亡原因（平成22年～24年） 

南部町がん検診受診率（％） 

職場体験（７月１日～４日）に来られた南部中学校２年生の作品 



　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
で
は
、
毎

年
９
月
10
日
を
「
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」

と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
国
で
は
、
９
月
10
日
か
ら
16
日
を

「
自
殺
予
防
週
間
」
と
設
定
し
、
自
殺
予

防
対
策
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

自
殺
の
背
景
に
は
何
が
？ 

 

　
自
殺
の
原
因
は
様
々
で
す
が
、
背
景
に
は

「
う
つ
」
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

身
内
の
方
に
、う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の

病
や
自
殺
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、家
族

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

　
家
族
が
最
初
に
気
づ
く
こ
と
と
し
て
「
何

か
疲
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
う
つ
病
だ

ろ
う
か
、
病
院
に
行
か
せ
た
方
が
い
い
の
だ

ろ
う
か
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
時
は
次
項
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
ず
は
安
心
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と 

 

　
身
体
の
病
気
と
同
様
に
、
こ
こ
ろ
が
不
調

を
感
じ
た
時
も
基
本
は
「
安
心
し
て
休
息
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
ろ
の
不
調
に

よ
り
「
食
欲
が
減
っ
た
」「
元
気
が
な
く
な
っ

た
」
「
口
数
が
減
っ
た
」
「
興
味
や
関
心
が
な

く
な
っ
た
」「
眠
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
」
な
ど
、

今
ま
で
の
行
動
と
違
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
言
葉
だ
け
で
な
く
さ

り
げ
な
い
気
遣
い
な
ど
が
、
苦
し
む
本
人
に

と
っ
て
は
安
心
感
を
与
え
、
回
復
力
を
促
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

話
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う 

 
　
本
人
の
話
に
ゆ
っ
く
り
耳
を
傾
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
の
際
に
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」

と
否
定
せ
ず
、
ま
ず
は
本
人
が
一
番
言
い
た

い
こ
と
は
何
か
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
姿
勢

が
大
切
で
す
。 

　
ま
た
、
無
理
に
聞
き
出
す
必
要
は
な
く
、

本
人
が
「
話
し
た
く
な
っ
た
ら
話
し
て
」
と

言
う
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

 

病
院
受
診
を
勧
め
て
み
ま
し
ょ
う 

 

　
様
子
を
見
て
い
て
も
、
本
人
が
以
前
と
違

う
状
態
が
続
く
よ
う
で
し
た
ら
、
病
院
に
行

く
こ
と
を
勧
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
も
身

体
の
病
気
と
同
じ
で
、
早
期
に
対
応
す
る
こ

と
に
よ
り
回
復
も
良
好
と
な
り
ま
す
。
そ
の

際
に
、
「
う
つ
病
」
と
は
言
わ
ず
、
『
疲
れ
が

抜
け
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
の
が
心
配
』

と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
、
初
め
て
の
受
診
に

は
付
き
添
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

原
因
探
し
を
し
な
い 

 

　
「
な
ぜ
、
こ
の
人
は
病
気
に
な
っ
た
の
か
」

「
自
分
た
ち
に
何
か
原
因
が
あ
っ
た
の
か
」

な
ど
、
原
因
が
何
な
の
か
家
族
と
し
て
大
変

気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
は
、
様
々
な

こ
と
が
関
与
し
て
特
定
で
き
な
い
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
の
で
、「
今
で
き
る
こ
と
」
を
中

心
に
考
え
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
本

人
が
ス
ト
レ
ス
を
感 

じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、 

今
は
取
り
除
い
て
お 

き
ま
し
ょ
う
。 

励
ま
さ
な
い 

　
こ
れ
は
、
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。 

　
す
で
に
頑
張
り
す
ぎ
て
、
こ
こ
ろ
の
病
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
励
ま
さ
れ
る

こ
と
で
「
も
う
こ
れ
以
上
頑
張
れ
な
い
」
と

か
「
こ
ん
な
に
周
り
の
人
が
自
分
の
た
め
に

気
を
つ
か
っ
て
く
れ
る
の
に
、
何
も
で
き
な

い
自
分
は
情
け
な
い
」
と
症
状
を
悪
化
さ
せ

て
し
ま
う
た
め
で
す
。
状
況
に
よ
っ
て
は
励

ま
す
こ
と
が
効
果
的
な
時
期
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
対
応
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
主
治

医
の
先
生
に
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

相
談
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う 

 

　
左
記
に
相
談
先
を
記
載
し
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

すこやかだより 
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こ
こ
ろ
の
声
に
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？ 
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自
分
の
未
来
を
見
つ
め
た
　

「
弁
当
の
日
」
講
演
会 

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
紹
介
し
ま
す 

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
紹
介
し
ま
す 

おせの背中を魅せよう町民運動 

「子どもたちといっしょに体を動かすと 

　　　　　　元気をもらいますわぁ！」 

「ぼくたちも腕をしっかり伸ばそう」 

「子どもは、地域の宝ですけん！」 

　
６
月
27
日
・
28
日
の
２
日
間
、
町
内
３
小

学
校
を
会
場
に
「
子
ど
も
が
作
る
〝
弁
当
の

日
〞
」
を
提
唱
さ
れ
た
竹
下
和
男
先
生
を
お

迎
え
し
て
、「
弁
当
の
日
」
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
の
竹
下
先
生
は
３
年
続
け
て

の
来
町
と
な
り
ま
す
。 

　
先
生
は
講
演
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
弁

当
を
作
る
こ
と
で
、
家
族
に
対
す
る
感
謝
の

心
や
将
来
自
立
に
向
か
う
態
度
が
育
つ
こ
と

を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
小
・
中
学
生
や
保
護
者
・
地

域
の
皆
さ
ん
が
多
数
参
加
さ
れ
、「
は
な
ち
ゃ

ん
の
み
そ
汁
」
の
お
話
の
場
面
で
は
、
家
族

の
食
事
づ
く
り
を
通
し
た
は
な
ち
ゃ
ん
の
成

長
の
姿
に
、
多
く
の
方
々
が
感
動
で
涙
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

　
「
お
に
ぎ
り
給
食
」
や
「
弁
当
づ
く
り
」

が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 【
児
童
の
感
想
】抜
粋 

　
私
は
い
つ
も
、
母
や
祖
母
に
料
理
を
し
て

も
ら
う
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
竹
下
先
生
の
話
を
聞
い
て「
こ

れ
で
は
ダ
メ
だ
」
と
思
っ
て
、
久
し
ぶ
り
に

料
理
を
し
て
み
ま
し
た
。
さ
す
が
に
母
や
祖

母
の
よ
う
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
け
ど
、

と
て
も
お
い
し
く
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
し
、

食
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
こ
れ
か
ら
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
料
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。 

 【
保
護
者
の
感
想
】抜
粋 

　
日
頃
よ
り
私
は
「
子
育
て
は
楽
し
い
」
と

思
っ
て
育
て
て
き
ま
し
た
。
竹
下
先
生
の
話

を
聞
い
て
、
ま
さ
に
「
こ
れ 

で
よ
か
っ
た
！
」
と
実 

感
し
ま
し
た
。 

          

　
８
月
か
ら
、
法
勝
寺
中
学
校
と
西
伯
小
学

校
で
は
、新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）

の
カ
ー
ナ
ー
・
コ
リ
ン
ズ
先
生
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
や
地
域
で
見
か
け
た

ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

★
自
己
紹
介
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

　
こ
ん
に
ち
は
、
は
じ
め
ま
し
て
！ 

　
私
の
名
前
は
カ
ー
ナ
ー
・
コ
リ
ン
ズ
、
25

歳
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ダ
ホ
州
か
ら
南

部
町
に
来
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
建
築

家
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。
だ
か
ら
日
本
の

神
社
や
お
寺
に
は
、
と
っ
て
も
興
味
が
あ
り

ま
す
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
ラ
グ
ビ
ー
が
得

意
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ゴ
ル
フ
も

楽
し
み
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
、
い
な
り
寿
司
、

巻
き
寿
司
な
ど
和
食
も
大
好
き
で
す
。
で
も

梅
干
し
は
チ
ョ
ッ
ピ
リ
苦
手
、
南
部
町
に
い

る
間
に
克
服
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

家
庭
教
育
の
推
進 

カーナー・コリンズ先生 

毎朝3か所で130名が参加 

～東西町夏休みみんなでラジオ体操～ 

竹下先生の講演に聞き入る子どもたち 
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７
月
10
日
〜
８
月
９
日
の
部
落
解
放
月
間

中
、
人
権
擁
護
委
員
や
人
権
関
係
機
関
に
協

力
い
た
だ
き
、
町
内
の
３
ヶ
所
で
街
頭
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
第
２
回｢

気
づ
く
・
知
る
・
感
じ
る
」
人
権

の
つ
ど
い
で
は
、
滋
賀
県
よ
り
劇
団
石
（
ト

ル
）
き
む
・
き
が
ん
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、｢

同

和
問
題｣

を
テ
ー
マ
に
し
た
一
人
芝
居
「
人
の

値
打
ち
〜
た
ま
ち
ゃ
ん
と
は
る
ち
ゃ
ん
」
を

公
演
。
１
０
７
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

改
め
て
部
落
差
別
と
向
き
合
い
、
共
感
と
感

動
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。 

第２回「気づく・知る・感じる」人権のつどいに 

参加された方の感想を紹介します 

 

■非常にリアリティーのある劇でした。見ていて、自分の中に

　ある差別に対する思いがさらに強くなりました。差別という

　ものが人の将来や夢を奪うということを重く受けとめ、これ

　からの生活をおくっていきたいと思います。（20代男性） 

■改めて部落差別について考えさせられました。（30代女性） 

■部落の人の思い、歴史、人として当たり前のことが当たり前

　に行われていない理不尽さ。心から自分も人として戦わない

　といけないと思いました。本当に来てよかったと思うととも

　に、もっと多くの人、そして子どもたちにも見せたかったと

　思います。本当にありがとうございました。（40代男性） 

■とても感動しました。ありがとうございました。人が作った差

　別は人の手でなくせますよね。がんばりましょう。（50代女性） 

■部落の歴史、現実性、講演ではできない。一人一人に訴えら

　れた。すごく感動しました。（60代男性） 

み
ん
な
で
差
別
の
な
い 

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す 

｢人の値打ち｣を熱演（７月25日・富有まんてんホール） 

◆日　時　　　　９月10日（水）　午後７時30分～９時 

◆会　場　　　　プラザ西伯（南部町法勝寺167-2） 

◆テーマ　　　　障がい者の人権 

◆演　題　　　　「手話の世界をちょっとのぞいてみませんか？」 

◆講　師　　　　梅林　緑　さん（鳥取県手話通訳登録派遣員チームアイラヴ手話サークル代表） 

《講師紹介》大学時代にボランティア活動で手話と出会われて以来、ろう者と様々な人との出会いを広げるため 

に、各地域の公民館やサークル活動などで手話歌の指導をするなど、手話を通してコミュニケーションを広げ 

る活動をされています。 

街頭啓発 
●
７
月
14
日
　
朝
　
丸
合
西
伯
店
前
交
差
点 

●
７
月
15
日
　
朝
　
西
部
農
協
会
見
支
所
前 

●
７
月
24
日
　
夕
方
　
丸
合
西
伯
店
前 

朝
か
ら
熱
い
ね 

ご案内 
第３回南部町「気づく・知る・感じる」人権のつどい 

お魚くわえた♪ 
ドラねこ♪♪ 



こんにちは！ 

南部町立図書館です 南部町立法勝寺図書館 ℡66－4463　天萬図書館 ℡64－3791
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９月の行政書士無料相談会 

■日にち／９月17日（水） 

■時　間／午前10時～午後１時 

■ところ／法勝寺図書館２階 

■相談内容／相続・遺言・クーリングオフ等 

　　　　　※予約不要　　※秘密厳守 

■主催・共催／鳥取県行政書士会・ 

　　　　　　　南部町立図書館 

９月のおはなし会 

いきいきリレー講演会 

　昨年９月から鳥取県立図書館に設置された「い

きいきライフ応援コーナー」の１周年を記念し、

講演会を開催します。講師は県立中央病院顧問の

武田倬氏です。皆様のご参加お待ちしています。 

◆と　き◆９月28日（日）午後１時30分～４時 

◆ところ◆富有まんてんホール（天萬庁舎３階） 

◆演　題◆いきいきエイジング 

　　　　　～めざせ健康長寿！ 

　　　　　　見直そう生活習慣病と食生活！～ 

◆内　容◆生活習慣病の予防（食生活） 

◆主　催◆鳥取県立図書館 

◆共　催◆南部町立図書館 

【問い合わせ先】 

　法勝寺図書館　ＴＥＬ・ＦＡＸ　６６-４４６３ 

　天萬図書館　　ＴＥＬ　６４-３７９１ 

　　　　　　　　ＦＡＸ　６４-３７９５ 

みんなで手話を覚えよう 
～図書館で学ぶ手話講座～ 

　南部町立図書館では、6月から毎月１回、鳥取県聴覚障

害者協会の講師をお迎えした手話講座を開催しています。

今までの講座では、おはよう、こんにちはなどのあいさつ

や、あいうえおの指文字、自己紹介のときの名前の表し方

などを、ゲームを交えて楽しく学びました。また、会場内

に図書館所蔵の資料も展示して、受講者の方への貸出もし

ています。 

　今回は、その中から新しく入った手話の本をご紹介しま

す。手話に興味のある方、手話講座には参加していないけ

れど、自分で手話を学んでみたい方など、いつでも手に取

ってご覧いただけます。このほかにも、ＤＶＤもありま

す。ぜひ、図書館へお立ち寄りください。 

※手話講座の申込はすでに終了しています。ご了承ください。 

自由研究おたすけ講座を開催しました 
　夏休み恒例、町立図書館と町内各学校司書との連携講

座「自由研究おたすけ講座」を法勝寺、天萬両図書館を

会場に開催しました。今夏の講座は7/29、8/5、8/8の全

３回、11人の子どもたちが参加しました。 

　テーマの決め方や百科事典の使い方、参考文献の書き

方など、自由研究のまとめ方を説明した後、子どもたち

はそれぞれのテーマを決めて自由研究を開始。司書がお

手伝いをしながら、図書館で資料集めをし、思い思いの

方法でまとめていました。参加

者からは「楽しかった」「知ら

なかったことが分かってよか

った」などの感想もきかれ、

この講座を通して調べる楽し

さを感じてくれたようでした。 

『わかる！できる！お

やこ手話じてん』（東

邦出版）全国早期支援

研究協議会/編 

『ひと目でわかる実用

手話辞典』（新星出版） 

手話技能検定協会/監修 

『やってみよう！初め

ての手話１』（岩崎書

店）こどもくらぶ/編 



14広報なんぶ　2014.９　№120

水道の漏水を早めに発見!!
～日頃から水道メータを確認して、漏水の拡大を防ぎましょう～ 

１ 

　漏水は、お客様が使用される宅内だけでなく、水道管が埋められている道路などでも発生します。こ

のことが渇水期には水不足の大きな要因となっており、発見次第に修理を行う必要があります。水道メ

ータを含む道路側の漏水に係る修理は町が行いますので、道路での漏水を発見された場合は、ご面倒で

すが上下水道課までお知らせください。 

　漏水により料金が大幅に増えた場合、一定の要件を満たしたうえでその一部を還付する制度を設けて

います。手続については、上下水道課までお問い合わせください。 

※個人による修理や、蛇口の閉め忘れ等による料金の増加は対象となりませんのでご注意ください。 

２ 

　家の中や庭の蛇口をすべて閉めてください。水洗トイレや給湯器、散水栓などからも水が出て

いないことをご確認ください。 

注
　
意 

　量水器（メータボックス）の中の水道メータのふたを 

開けてください。パイロットマーク（図で示す位置の銀 

色のコマ）が少しでも回転していたら、どこかで漏水し 

ている可能性があります。 

　　水道業者へ修理をご依頼ください。 

　　※費用はお客様のご負担となります。 

●水道メータを含む道路側の水道設備は町が管理していますが、水道メータよりも宅内側の水道

　設備はお客様の財産です。よって、宅内側の漏水に係る修理は、水道業者へ直接ご依頼くださ

　い。なお、共同住宅や借家等の場合は管理人（会社）へご相談ください。 

●２ヶ月に一度のメータ検針の際に、ご使用水量が前回と比べて著しく増加し、かつ検針時にパ

　イロットメータの動きが不自然に早く、漏水の疑いがあるとき、お声をかけさせていただく場

　合があります。 

●水道の使用水量は、漏水だけでなくさまざまな原因で増減します。 

　・世帯人数が増加して、使用水量が増加した。 

　・農繁期に苗の水やりで水道を使用した。 

　・夏季の暑さにより、飲料や風呂などで多く水を使用した。 

　・晴天が続く時期に、庭の花木に普段より多めに水やりをした。 

　水道メータより内側（ご自宅側）で漏水があった場合、漏水で流れ出た分の水道料金はお客様の負担になり 

ます。思わぬ出費を防ぐためにも、お客様ご自身で日頃から水道メータをご確認ください。 

水道メータの確認方法 

道路上での漏水 

水道料金の減免制度 

パイロットマーク 
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格安のブランドバッグをネットで注文、待っていたのに… 

ご存知ですか？障害基礎年金 

　インターネットで、格安で買えるとあったブランドのバッグを注文した。 

銀行振り込みしたら「３日後に発送します」というメールが届いた。 

　ところが10日経っても届かない。メールをしても返事がない。ネットには 

電話番号や住所の表示はなく、連絡がつかない。 

南部町消費生活相談窓口です 南部町消費生活相談窓口です 南部町消費生活相談窓口です 

※相談日の午後は、ご希望により集会などに出向き、事例紹介を交えた講座を行います。 

　お申し込みは町民生活課（℡６４-３７８１）までお願いします。 

相談窓口に寄せられる相談と対処についてお知らせします こんなこと、 

ありませんか？ 

事　例 

アドバイス 

●最近このような相談が急増しています。一見普通の通販サイトのようですが、ホームページをよく読むと、

　おかしな日本語表記であったり、振込先が日本名ではない個人名となっていたりします。連絡先もメールの

　みというところが圧倒的に多いです。商品が届いてもあきらかな偽物であったとか、場合によっては税関で

　没収になったケースもあります。 

●一般に通信販売では業者の住所、電話番号などの表記が必要です。サイトに「特定商取引法に基づく表示」

　という欄があればクリックしてみましょう。連絡先がわかります。ネットショップを利用する時は「返品特

　約」があり、かつ「前払い」ではなく「後払い」を選んだほうが賢明です。 

≪相談窓口を開設しています≫ 

　毎月第２火曜日に専門相談員が、面談または電話で相談をお受けしています。お困りの際はご連絡下さい。 

◆相談時間／午前９時～１２時　　　　℡　６４-３７８１ 

◆場　　所／南部町消費生活相談窓口（南部町役場天萬庁舎１階　町民生活課） 

国民年金からのお知らせ 

　国民年金の加入中等に初診日がある病気やケガなどで障がいの状態にな

ったときに支給されます。 

■障害基礎年金を受ける条件 

①障がいの原因となった病気・けがについて初診日において、国民年金の

　被保険者である。 

②その病気・けがの初診日から、１年６ヶ月を経過した日の障がいの状態

　（ケースにより異なりますので、個別にご相談ください） 

③初診日の前日において、初診日の属する月の前々月までの被保険者期間

　のうち、保険料納付済期間と免除期間を合わせた期間が３分の２以上あ

　る場合。（現在は特例として、初診日の前々月までの直近の１年間に保険

　料の未納がなければよいことになっています） 

　　20歳前に初診日のある病気やケガによって障がいの状態になった方は、

　障害等級の１級または２級に該当すれば、20歳から（障害認定日が20歳

　以後の場合は障害認定日から）受給できます。ただしこの場合、本人に

　一定額以上の所得や他年金の受給がある場合は、支給が制限されます。 

【問い合わせ先】　日本年金機構米子年金事務所　℡　34－6111 

　　　　　　　　町民生活課（天萬庁舎内）　　　℡　64－3781

鳥取県の奥深い話題満載！ 

県総合情報誌『とっとりＮＯＷ』 

好評発売中！ 



あいみ手間山地域振興協議

会主催のカローリング大会

に、役場の仲間と共に参加

しました。誰でも参加でき

るスポーツですが、点を取

ること自体が難しい!!けれ

ど、とても盛り上がりまし

た。また機会があれば参加

したいです。 
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先
日
、
町
内
を
歩
い
て
み
ま

し
た
。
や
っ
ぱ
り
歩
く
っ
て
い

い
で
す
ね
。 

　
車
で
行
き
づ
ら
い
所
も
歩
い

て
み
る
と
、
す
ん
な
り
と
行
け

る
。
そ
し
て
、
数
々
の
「
虹
色

マ
ッ
プ
」
に
載
っ
て
い
た
「
実

物
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
行
っ
て
そ
の
説
明

を
見
る
と
、
歴
史
が
大
の
苦
手

な
私
で
も
、
な
ん
と
な
く
で
す

が
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

　
た
だ
、そ
の
日
は
あ
い
に
く
の

小
雨
で
人
を
あ
ま
り
見
か
け
ず
…
。 

　
私
の
ス
タ
イ
ル
は
リ
ュ
ッ
ク

に
帽
子
。
今
に
も
山
へ
登
山
に

で
も
行
き
そ
う
な
格
好
で
歩
い

て
い
ま
す
。
運
動
不
足
の
私
は

そ
の
夜
か
ら
筋
肉
痛
…
。 

　
け
れ
ど
も
、
車
よ
り
も
歩
く

ほ
う
が
、
そ
の
土
地
の
雰
囲
気

な
ど
味
わ
え
て
最
高
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
ど
こ
か
で
歩
い
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

《
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
　
つ
・
ぶ
・
や
・
き
》 

野々上からお知らせ 虹
色
マ
ッ
プ
を
持
っ
て
出
か
け
ま
せ
ん
か
？ 

■みなさんは南部町の新 

しい観光マップ「虹色マ 

ップ」をご存知ですか？ 

町民の方々のご協力により作成し、地域のお宝

が満載！役場や各地域振興協議会、公民館等に

置いてありますので、ぜひご覧ください♪ 

   

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
仕
事
を
お

探
し
の
方
へ
の
就
職
支
援
と
し
て
、

受
講
料
無
料
の
職
業
訓
練
を
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。 

　
訓
練
内
容
は
、
溶
接
・
電
気
工
事
・

パ
ソ
コ
ン
・
簿
記
や
介
護
な
ど
幅
広

く
、
３
ヶ
月
か
ら
６
ヶ
月
程
度
の
期

間
で
知
識
や
技
能
を
習
得
し
、
再
就

職
を
目
指
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

　
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
は
、

世
帯
の
収
入
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
、
月
額
十
万
円
の
「
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
」
を
受
給
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。 

　
訓
練
内
容
、
募
集
時
期
、
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
等
の
受
給
要
件
な
ど

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子 

　
電
話
３
３
‐
３
９
１
１ 

    

　
聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
手
話
奉
仕
員
を

養
成
す
る
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。 

【
内
容
】厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員
養

成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ
て
実
施 

①
実
技 

②
聴
覚
障
が
い
者
福
祉
等
に
関
す
る

　
講
義 

【
対
象
】 

　
聴
覚
障
が
い
者
等
の
福
祉
に
理
解

　
と
熱
意
を
有
す
る
方
（
高
校
生
以

　
上
） 

■
日
時
／
10
月
23
日
〜（
21
回
） 

　
お
お
む
ね
毎
週
木
曜
日
　 

　
午
後
１
時
30
分
〜
15
時
30
分 

■
場
所
／
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

　
ン
タ
ー 

■
定
員
／
40
名 

■
受
講
料
／
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

　
ト
代
別
途
） 

■
申
込
締
切
／
10
月
７
日（
火
）必
着 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

　
タ
ー 

　
電
話（
０
８
５
８
）２
７
‐
２
３
５
５ 

    

　
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
所
得
の
低
い
方
々
や
子
育

て
世
帯
へ
の
負
担
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
に
、
国
の
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
及
び
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

■
申
請
手
続
き 

　
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
対
象
者
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
て
、
７

月
上
旬
に
役
場
か
ら
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
早
め
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
公
務
員
の
方
は
、
所
属
所
か

ら
申
請
に
必
要
な
書
類
が
配
布
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。 

■
申
請
期
限 

　
ど
ち
ら
の
申
請
も
９
月
30
日
ま
で

で
す
。
（
10
月
１
日
以
降
の
受
け
付

け
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
税
務
課（
電
話
６
６-

４
８
０
２
） 

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世 

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
期
限 

（
９
／
30
）が
近
づ
い
て
い
ま
す
！ 

平
成
26
年
度
手
話
奉
仕
員
養 

成
講
習
会（
入
門
編
） 

　
　
　
　
　
　
受
講
者
募
集 

無
料
の
職
業
訓
練
で 

　
　
　
　
　
　
再
就
職
を 

の　の　うえ とくばやし 
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※届け出時に広報への掲載を同意された方のみ載せています 

７月16日～８月15日届出分　（敬称略） 

対　象 日時（受付時間） 会　場 

９月24日（水） 

13:00～13:30

4, 7, 10, 12ヶ月

の乳児　　　　 
乳 児 健 診  

天津　　　　  集団健（検）診 

　がん検診  

　健康診査  

10月７日（火） 

8:00～10:00

健康管理セン

ターすこやか 

相談会及びつどい　※予約不要 

■すこやか乳幼児相談 

　９月10日（水）　受付時間9:00～10:00 

子育て総合支援センターのびのび 

　10月８日（水）　　　　同上 

■認知症の方の家族のつどい 

　９月19日（金）　10:00～12:00　健康管理センターすこやか 

■無料健康相談会 

　９月18日（木）　9:30～10:30　総合福祉センターいこい荘 

　10月２日（木）　9:30～10:30　健康管理センターすこやか 

ふるさと交流

センター　　 

三崎・寺内・円山・

宮前二・福里　　 

10月15日（水） 

8:00～10:00

総合福祉セン

ターいこい荘 5,383人 

6,035人 

11,418人 

3,903世帯 

　＋14　人　 

　＋15　人　 

　＋ 1　人　 

　＋12　世帯 

男 

女 

計 

世帯数 

人　口 　前月比　 

７月31日現在 

氏　名　　　　保護者　　  住　所 
　　ふじたに　　　な　な　　　まもる　なお　み 

◎藤谷　奈々　（守・直美）　　　西 
　　なが　え　　　げん　じ　　　　しょうご　　り　え 

◎永江　弦仁　（章吾・梨恵）　宮　前 
　　なかがわ　　さく　あ　　　　がく　　か　おり 

◎中川　咲愛　（学・華織）　　東　町 
　　　か　とう　　いつ　き　　　　とも　き　　なつ　こ 

◎加藤　稜季　（友生・夏子）　田　住 
　　しば　た　　　れん　と　　　

　ふみ　や　　よし　み

 

◎柴田　廉永　
（文弥・芳美）　天　萬

 
　　 　　　ひな　と 

　陽永 
　　おか　だ　　　せ　な　　　　しげとし　かおり 

◎岡田　青夏　（重敏・香）　　東　町 
　　　い　とう　　　　　　　　　けいすけ　　さ　おり 

◎伊藤かのん　（圭輔・沙織）　東　町 

９月の税金・使用料 

納付期限 ９月30日（火） 

・国民健康保険税 

・後期高齢者医療保険料 

・水道使用料 

税金・使用料のお支払いは「便利・安心・ 
確実な」口座振替をぜひご利用ください 

・公営住宅家賃 

・学校給食費 

・保育料 

氏　名　　　 年  齢　　　　住　所 

夜間健診を行います！ 
～仕事帰りに健診が受けられます～ 

仕事をなかなか休めない、農業や役目で 

忙しいあなたへ！南部町は働く世代の 

健診受診を応援します。 

■日時・場所 

　①10月14日（火）　　総合福祉センターいこい荘 

　②11月 7日（金）　　健康管理センターすこやか 

■受付　　午後５時30分～７時30分 

■内容　　特定健診、肺がん・大腸がん 

　　　　　前立腺がん・子宮がん・乳がん検診 

※胃がん検診は、昼食を抜く必要があるため実施しません。 

※特定健診を受けられる方は、午後３時までは飲食は可能で

　す。午後３時以降は、お茶や水以外の飲食を控えてください。 

【問い合わせ先】健康福祉課　℡　66－5524 

　　　　　　　　町民生活課　℡　66－3116

セットで一度に 
受けられます 
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広報なんぶ　CALENDER広報なんぶ　CALENDER
木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

9/11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

10/1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

夏休みも終わり、いよいよ運動会シーズン到来！今年も法勝寺・南部中学校の体育祭、芝生化さ
れて初めての西伯小運動会の様子を放送します。また先月から始まった子育てサポートプロジ
ェクトPR番組。広報誌と連動してお送りします。ぜひお楽し
みに♪ 
【９・10月の主な番組予定】 
● 　9/8～　子育てサポートプロジェクト（妊娠・出産編） 
● 　15～　南部町議会定例会（予定） 
● 　22～　法勝寺・南部中学校体育祭 
● 　29～　西伯小運動会 
● 10/6～　町政施行10周年記念式典 

なんぶSANチャンネル　　今月のオススメ番組 

3年中心で考えた振付を練習中（南部中） 

９月11日～10月10日 ９月11日～10月10日 

整理日 

　　西伯病院休診日　　　ふれあいバス運休日 

　　町立図書館休館日　　　総合福祉センターしあわせ休館日 

振替休館 
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町
民
花
火
大
会
が
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
の
実
行
委
員
会
は
町
民
主
体
で
組
織
さ

れ
、
実
行
委
員
が
町
民
や
企
業
か
ら
寄
付
を
募
っ
て

資
金
を
集
め
、
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
町
民
を
、
会
場

の
花
回
廊
ま
で
バ
ス
で
送
迎
し
て
開
催
し
ま
す
。
ま

た
地
元
の
方
々
が
出
店
し
て
来
場
者
を
も
て
な
し
ま

す
。
会
場
の
警
備
な
ど
の
裏
方
も
、
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
支
え
て
い
ま
す
。 

　
町
民
の
満
足
度
を
第
一
に
考
え
た
、
ま
さ
に
町
民

の
町
民
に
よ
る
町
民
の
た
め
の
花
火
大
会
で
あ
り
、

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
イ
ル
は
南
部
町
な
ら
で

は
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
私
も
今
回
初
め
て
関
わ
っ
て
、
こ
の
南
部
町
ス
タ

イ
ル
を
す
ご
い
な
と
思
い
、
大
切
に
し
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。 

リレー 
エッセイ 

南
部
町
ス
タ
イ
ル
の
花
火
大
会 

企
画
政
策
課
課
長
　
上
川
　
元
張 

じげの食材を使って１品いかが？ 

味噌は穀物を発酵させて作られた日本の発酵食品で、

発酵にかかわった乳酸菌などの微生物は、整腸作用

をはじめとする体調維持に役立ちます。 

【蒸しパン材料】（８個分）　■1個当たり165kcal・食塩相当量0.4g 

　小麦粉（薄力粉）／200ｇ　　ベーキングパウダー／小さじ2 

　卵／1個　　砂糖／60ｇ　　味噌／大さじ１ 

　牛乳／180ｇ　　サラダ油／大さじ１　　白ごま／適量 

【白玉団子材料】（１２個分）　■4個当たり144kcal・食塩相当量0.4g 

　白玉粉／150ｇ　　水／適量　　味噌／大さじ１ 

　みりん／大さじ１　　砂糖／大さじ１　　炒りごま／大さじ1/2

味噌入り蒸しパン・白玉団子の味噌だれ 

【蒸しパン】 

① 小麦粉・ベーキングパウダーをふるいにかける。 

② 卵・砂糖・味噌・牛乳・サラダ油を混ぜる。 

③ ①に②を混ぜてアルミホイルに入れ、蒸して 

　　出来上がり。 

【白玉団子】 

①白玉粉に水を加えて耳たぶの硬さにして熱湯に入れてゆでる。 

②味噌・みりん・砂糖を鍋に入れて火を通し最後にすりごまを加え、

　茹でた団子にかけて出来上がり。 

【協力】南部町食生活改善推進協議会  

手作り味噌（めぐみの里） 

たくさんの方にご来場いただきました 

町内在住Wさんからの投稿「愛犬ヤマト

の誕生日をみんなでお祝いしました」 

５
歳
に
な
っ
た 

ワ
ン
！ 

8.20 あいみドー

ム横多目的広場で

プレーパークが開

催され、滑り台や

シャボン玉で楽し

みました。 



大山友禅染作品展　～心を染めて～ 
鳥取県伝統工芸士　川原栄次・かなよ 

期間：8月23日(土)～10月16日(木) 

　川原夫妻は京都で修業の後、昭和57年伯耆町丸山に手描染アトリエ「カワハラ」

を設立して作品作りをはじめました。平成18年に鳥取県伝統工芸士の認定を受け、

ニューヨーク、ソウル等で日本文化紹介の役目を担った活動も行っています。 

　祐生の求めた「気韻と躍動」が川原作品にもこめられています。ご鑑賞ください。 

福成　谷川地区にて　　　　　　　　　　　　　撮影：桐原真希 

環境省・鳥取県指定 情報不足(DD)

スッポン 
■
言
わ
ず
と
知
れ
た
高
級
食
材 

　
ス
ッ
ポ
ン
と
聞
く
と
、
ま
ず
は

ス
ッ
ポ
ン
鍋
こ
と
「
ま
る
鍋
」
を

思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
本
州
に
は
、
カ
メ

の
仲
間
が
５
種
類
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ

メ
、
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
は
外
来
種

で
、
ク
サ
ガ
メ
も
最
近
の
調
査
で

外
来
種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
り

２
種
類
が
正
統
な
日
本
産
で
す
。

イ
シ
ガ
メ
は
日
本
固
有
種
、
そ
し

て
ス
ッ
ポ
ン
も
縄
文
時
代
よ
り
日

本
人
に
食
さ
れ
て
き
た
、
川
の
恵

み
の
一
つ
で
す
。
ア
ジ
ア
に
広
く

分
布
し
、
日
本
の
分
布
は
最
北
端

と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
勝
寺
川
に

は
、
こ
の
数
年
ス
ッ
ポ
ン
の
目
撃

例
や
捕
獲
例
が
多
く
な
っ
た
の
で

は
と
、
地
元
の
方
か
ら
よ
く
お
話

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

■
肉
食
系
で
す
！ 

　
ス
ッ
ポ
ン
が
生
き
て
い
く
に

は
、
食
べ
物
と
な
る
エ
ビ
や
小

魚
、
カ
エ
ル
、
貝
な
ど
の
様
々
な

小
動
物
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
し
て
卵
を
産
む
た

め
に
、
土
の
岸
辺
が
不
可
欠
で

す
。
以
前
私
は
、
谷
川
地
区
や
三

本
木
地
区
な
ど
で
ス
ッ
ポ
ン
の
卵

を
見
つ
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
何
者
か
に
掘
り
返
さ
れ

て
し
ま
い
、
中
に
は
割
れ
て
食
べ

ら
れ
て
い
た
も
の
あ
り
ま
し
た
。

彼
ら
が
こ
の
町
の
川
で
十
分
生
き

て
い
け
る
よ
う
、
よ
い
川
作
り
を

模
索
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 

■
や
っ
ぱ
り
噛
み
付
く
の
で
注
意
！ 

　
「
雷
が
鳴
っ
て
も
離
さ
な
い
」

と
聞
き
ま
す
が
、
確
か
に
ス
ッ
ポ

ン
は
攻
撃
的
で
長
い
首
を
素
早
く

伸
ば
し
て
噛
み
付
い
て
き
ま
す
。

私
は
中
サ
イ
ズ
の
ス
ッ
ポ
ン
を
軍

手
で
触
っ
て
い
た
ら
、
指
先
を
布

だ
け
パ
ク
ッ
と
食
い
つ
か
れ
、
グ

イ
グ
イ
と
引
っ
ぱ
ら
れ
ま
し
た
。

桶
の
水
に
浸
し
た
ら
ほ
ど
な
く
し

て
離
れ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
臆
病

で
神
経
質
と
い
う
面
と
、
い
ざ
と

な
っ
た
ら
全
力
で
反
撃
す
る
と
い

う
二
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
調
理
さ
れ
る
時
は
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら

先
も
、
美
味
し
い
ス
ッ
ポ
ン
が
こ

の
町
で
身
近
な
生
き
物
で
あ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

        

自
然
観
察
指
導
員
　
桐
原
真
希 


